
寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
お
宅
に

町
福
祉
協
議
会
の
専
門
の
職
員
が
伺

っ
て
、食
事
の

お
世
話
、
入
浴
介
護
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
物
、
外
出

付
添
い
な
ど
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
と
問

い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
役
場
の
福
祉
係
ま
た
は
、社

会
福
祉
協
議
会

（２
１
２
１
５
８
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

費
用
の
負
担

所
得
に
応
じ
て
、
一
時
間
に
つ
き
無
料
か
ら
、

八
百
八
十
円
ま
で
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご

．

1ハ
◎

ひ
‘

や

ヽ
．

/~ヽ
√

さ

一
な
米

ι
ί、

ヽ
ヽ
／
‐
．

‐・
:´
 :^

ワ

ヽ、ミ ー プ｀
ル(_

一］日【

■
　

一

Ｅ
■
１
■

力
一
齢（

こ
れ
は
平
成
５
年
度
の
費
用
額
で
す
。

本
年
度
は
少
し
上
が
る
見
込
み
で
す
。
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル

バ
ー
の
派
遣

みんなで考え

支えよう

ご゙ヽ

=
■
お
年
寄
り
の
介
護
や
身
の

回
り
の
世
話
、
家
事
を
手
伝

つ
て
も
ら
い
た
い
と
き
。

'94
野の花と風薫る郷から

Ψ

■口
"■
一
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高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
華
せ
な
町
に
し
讀

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

じ
活
力
あ
る
町
に
し
志
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

恒例の老人クラブ演芸大会が、今年も6月 8日 |こ林

業総合センターで行われました。本町の老人クラブは

20団体。この日の参加者は約300名で、会場は「熱気ム

ンムン」。歌や踊り、|こわかなどで盛り上がつていまし

た。

人□の動き
(6月 4日現在)
世帯数 2,524(-4)
男

女

(-3)
(-10)
(-13)数総

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111・ FAX2-1174

編

集

後

記

▼
△フ
年
は
△フ
の
と
こ
ろ
思
っ
た
よ
り
雨
も
少
な
く
、
大

き
な
災
害
は
発
生
し
て
お
り
讀
せ
ん
ど
、
安
心
し
て
い

る
と
＼
忘
れ
た
頃
に
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
り
し
讀
す
の

で
ご
用
心
を
。

▼
こ
の
広
報
は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
町

外
に
も
三
百
五
十
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
あ
送
り
し

て
い
る
方
々
が
ら
広
報
を
見
て
な
つ
が
し
い
。
△フ
か
ら

も
＼
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
欲
し
い
と
い
う
主
旨
の
あ
手

紙
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
子
供
の
頃
に
居
ら
れ
＼
結

婚
や
仕
事
の
都
合
で
＼
遠
方
に
行
わ
れ
た
方
が
多
い
事

と
思
い
讀
す
。
私
た
ち
は
い
つ
も
こ
の
ふ
る
さ
と
に
居

る
こ
と
が
で
き
讀
す
。
素
晴
ら
し
い
景
色
も
、
日
頃
見

慣
れ
て
し
意
い
感
動
す
る
こ
と
も
忘
れ
、
故
郷
を
懐
が

し
む
出
の
大
切
さ
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
生
活

で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
ね
て
い
る
事
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。

町
外
の
み
な
さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
高
森
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
い
つ
誅
で
も
出
温
ガ
な
、
自
然
豊
が
な
町
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
、
夏
は
帰
っ
て
来
ら
れ
志
せ
ん
が
。

(16)

おめでた

ありがとうございました。 (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉甲斐利男、荒牧末男、小

糸政利、谷川誠男、岩下ウメ、原克子、

田上農夫男、二子石アイ子、赤木クニ

子、本田 一
く一般寄付〉塚本保雄
■広報送付寄付

野中友希生 (熊本市)後藤美代子 (横
浜)青木洋一 (東京都)荒木義博 (菊
陽町)

」豊 月雷ミ の 灯

(敬称略 )

(敬称略 )

彬

軋

10

10

子
利

久

竹

(19945月 受付分 )

さんの四女

ん

生

ん

生

７２

８２

９３

９２

９０

６４

６２

さんの二女

さんの長男

さんの長女

さんの長男

さんの長男

さんの二女

赤 ち ゃ ん

たんじよう

伊藤 ねねちゃん
(矢津田)4・ 27生

滝  菜摘ちゃん
(高 森)5・ 9生
興格 比呂ちゃん
(高 森)5・ 14生
石原 風香ちゃん
(高 森)5・ 12生

三

幸

正

子

男

子

也

保

喜

美

治

美

晴

美

ち

恵

美

和

と

幸

紀

伸

美

幸

留

末

明

安

節

すえなが<
おしあわせに

お<やみ
もうしあげます

田

木

和

赤

/矢津田勇次

後ヽ藤 美幸
/後藤 次利
溝`部 幸枝
/甲斐 誠治
東ヽ 三恵子

(住所)
高 森
上色見

高 森

(御遺族)

甲斐 利男
荒牧 末男
谷川 誠男
岩下 ウメ
小糸 政利
後藤 秀行
原  克子
赤木クニ子

見
部

森

森

切

色

草
高

高

下

住吉美紗紀ちゃ

(色 見)5。 17

ちゃ
。17

れ
美

５
やヽ哉

５

蛙幸
莉
敬̈
ω

」瓢・一喘̈
紫一一幅

中 ・ 祭 場

熊  本  市
河 原 ・ 味鳥

大  分  市
水野原・幸子

宇  土  市

(死亡者)(年齢 )
甲斐キヌエ 73
荒牧 継人
谷川 ツイ
岩下  募
小糸マツエ

後藤今朝廣

ちゃん
・14生

この広報では、町内、町外を問わず、

皆さんからのいろいろな情報やご意見、

お便りを順次、掲載させていただいて
おります。どうぞお送りください。
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第2回 町議会定
る‐■

藤多

温
泉
館

・
奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場

設
置
条
例
な
ど
十

一
議
案
を
可
決

補

正

予

算

い
じ
め
、
差
別
、
名
誉
や
信
用

の
侵
害
、
通
行
、
排
水
、
借
地
、

借
家
、
家
庭
内
、
金
銭
問
題
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

と
　
き
　
七
月
十
九
日

（火
）
十

時
か
ら
十
五
時
ま
で

と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

相
談
員
　
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
七
月
十
三
日

（水
）

九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

と
こ
ろ
　
役
場
　
第
二
会
議
室

相
談
員
　
県
の
母
子
相
談
員

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
七
月
二
十
七
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
十
六
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

全
国
の
商
業
を
営
む
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
三
年
に

一
回
、
七
月

一
日
現
在
で
の
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
業
を

営
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
伺
い

し
て
詳
し
い
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議 会だ よ り

大
字
中

。
今
村

児

玉
　
真
由
美
　
さ

ん
囲

たくさんの傍聴者が訪れた定例町議会 (6/24)母

子

・
寡

婦

法
　
　
律

（無
料
）

平
成
六
年
第
二
回

町
議
会
定
例
会
は
六

月
二
十
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈フ
回
の
定
例
会
で

は
、
平
成
六
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
と

し
て
、
六
干
五
百
四

十

一
万

一
干
円
を
追

加
し
た
ほ
か
、
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
、
条
例
の
改
正

な
ど
十

一
議
案

（議

員
提
出
議
案
を
含
む
）

を
原
案
ど
お
り
可
決

し
志
し
た
。

一　
般
　
会
　
計

土
木
費

に
四
千
六
百
九
十

八
万
七
千
円
　
農
林
水
産
業

費

に
五
百

四
十
七
万
三
千
円

消
防
費

に
七
百

二
十

二
万

五
千
円
な
ど
を
増
額

平
成
六
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
千
五
百
四
十

一
万

一
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
五
十
四
億
五
千
八
百
四
十

一
万

一
千
円
と
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

平
成
六
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
四
百
十
八

万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
八
億
二
千
五
百
八

十
三
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場

設
置
条
例

奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
の
利
用
申

し
込
み
方
法
や
利
用
料
金
、
管
理

委
託
な
ど
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。＊

利
用
料
金

（抜
粋
）

入
場
料

（
一
泊
）

一
人
　
三
百
円

（
一
日
）

一
人
百
五
十
円

バ
ン
ガ

ロ
ー
　
棟

　

一
万
五
千
円

常
設
テ
ン
ト
　
張
り
　
　
一二
千
円

持
ち
込
み
テ
ン
ト
（六
人
用
以
下
）

一
張
り
　
　
五
百
円

そ
の
他
、
炊
事
セ
ッ
ト
、
食
器

類
、
毛
布
、
貸
自
転
車
な
ど
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
館
設
置
条
例

十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
温
泉

館
の
管
理
や
使
用
料
金
な
ど
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊
使
用
料
金

（抜
粋
）

入
館
料

町
外
　
三
百
円

三
歳
以
下
は
町
内
外
と
も
無
料
。　
Ｃ

そ
の
他
、
家
族
風
呂
や
二
つ
の
小

休
憩
室
が
あ
り
ま
す
。
（有
料
）

そ
の
他
報
告
、
可
決

さ
れ
た
議
案

■
継
続
費
に
係
る
継
続
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

■
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

■
高
森
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
い
て

（岩
下
紀
久
雄
税
務

課
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
）

■
高
森
町
寝
た
き
り
老
人
等
介
護

者
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
過
疎
地
域
活
性
化
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

■
食
料
と
農
業

・
環
境
を
守
り
、

農
村
の
活
性
化
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（高
森
温
泉
館
周
辺
整
備
工
事
）

■
農
業

・
農
村
整
備
事
業
の
推
進

と
平
成
七
年
予
算
の
確
保
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
国
立
病
院

・
療
養
所
の
拡
充

・

強
化
と
賃
金
職
員
の
雇
用
中
断
反

対
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

ま
　
ゆ
　
み

●   ●

●   ●

小さい頃から家の農業を手伝ってきま

した。今も家族と一緒にキャベツ、自菜

作 り、畜産などに頑張っています。

料理をすることも大好きで、家族のた

めに色々と料理も作 ります。

町に、たくさん若い人、特に農業後継

者が残れるように、農業が発展して欲 し

いし、後継者にお嫁さんが来るようにな

ればいいなあ …と思います。

去年から「児玉アップル園」とい う観

光農園を始めました。 8月 始めから収穫
できます。皆さん。ぜひ来てくださいね。

このコー十一に登場する方を外集しています。 1111内

在住で熱意をもって仕 Iを している若い方。 |'1薦 .

他薦は問いませんので応募ください。

大
人

子
供

（中
学
生
以
上
）

町
内
　
三
百
円

町
外
　
四
百
円

（小
学
生
以
下
）

町
内
　
　
百
円

ノヽ

本L

結

Fヨ
ヨド

六
月
六
日
入
札
分

（
五
百
万
円
以
上
）

工
事
名
　
中
島
、
赤
羽
根
線

災
害
防
除
工
事

工
　
期
　
六
月
八
日
か
ら
十
月

二
十
五
日
ま
で

金
　
額

　

一
千
五
百
四
十
三
万

四
千
五
百
五
十
円

請
負
業
者
名興
　
侶
　
建
　
設

日

前

後

午

午
は
ら

で

療

か

ま

診

時

時

７
月
１０
日
　
馬

原

内

科

医
院

富
②
０
６
４
６

７
月
１７
日
　
東
　
　
　
医
　
院

８
②
０
３
０
９

７
月
２４
日
　
中
　
村
　
医
　
院

な
⑦
２
３
３
３

７
月
３１
日
　
立
　
野
　
病
　
院

雪
⑧
０
１
１
１

８
月
７
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

８
②
０
３
７
８

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

1

ノヽ

権

年

△
」ェ

商
業
統
計
に
ご
協
力
を

一歓
馨

一

Ｔ
■
―
―――共

肝
■
Ｗ
」

町 の 移 動 図 書

町
の
移
動
図
書
の

巡
回
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

七
月
十
九
日
（火
）

卓
部
出
張
所
　
Ю
時

ヽ
Ю
時
半

Ｊ
Ａ
卓
北
　
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
眈
出
張
所
　
１３
時
～
“
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
１４
時
ヽ
１４
時
半

七

月

二

十

日

（
水

）

　

一

Ｊ
Ａ
色
見
　
　
・０
時
～
１０
時
半

一

Ｊ
Ａ
上
色
見
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

一

横
町
Ａ
団
地
　
１３
時
～
１３
時
半

一

下
町
公
民
館
　
１３
時
半
～
１４
時

一

須
坂
団
地
　
　
１４
時
～
１４
時
半

一

jat i -)v
☆職 業
☆血液型

☆星 座
☆趣 味

農 業
オットリ型のA型
天秤座

造花作 り、絵画、詩つくり
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職
　
一員

募

集

郵

政

職

員
募

集

（外
　
務
　
職
）

受
付
期
間
　
平
成
六
年
七
月

一
日

か
ら
七
月
十
五
日

試

験

日
　
平
成
六
年
八
月
六
日

受
験
資
格
　
昭
和
三
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十

四
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
。

（性
別

・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

採
用
予
定
数
　
　
　
四
百
七
十
名

北
九
州
地
区
　
三
百
三
十
名

南
九
州
地
区
　
　
百
四
十
名

仕
事
の
内
容

郵
便
物
の
配
達
、
取
り
集
め
、

郵
便

・
貯
金

。
保
険
な
ど
各

種
商
品
の
販
売
等
の
外
務
事

務

応
募
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
事
は

郵
便
局
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

自

衛

官

募

集

来
年
卒
業
す
る
高
校
生
の
み
な

さ
ん
。
陸

・
海

・
空
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
は

色
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
色
々

な
分
野
で
専
門
的
な
仕
事
に
頑
張

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

九
月
十
六
日
か
ら
各

コ
ー
ス
ご

と
に
試
験
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
事
は
役
場
の
自
衛
隊
係

か
、
自
衛
隊
阿
蘇
募
集
事
務
所
ま

で
ど
う
ぞ
。

０

９

６

７

・

３

４

・
０

３

４

８

物
価
問
題
に
関
心
が
あ
り
な
が

ら
、
仕
事
や
育
児
な
ど
で
昼
間
学

習
の
機
会
が
少
な
い
事
と
思
い
ま

す
。
こ
の
講
座
に
よ

っ
て
物
価
問

題
を
系
統
的
に
学
習
し
、
家
庭
生

活
や
地
域
の
活
動
に
も
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
者
十
八
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

（未
受
講
者
に
限
る
）

募
集
人
員
　
　
　
　
　
　
八
十
名

定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
決
定

受

講

料

　

　

　

　

無

料

学
習
方
法

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
学
習
。
学
習

期
間
中
に
受
講
生
自
己
負
担
に
よ

リ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

一
回
開
催
し

ま
す
。

募
集
期
間

七
月

一
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で

応
募
方
法

葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
と
申
し

込
み
の
動
機
を
記
入
し
て
、
熊
本

県
庁
県
民
生
活
総
室
の
物
価
通
信

講
座
係
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
７
９
９
ま
で
ど
う
ぞ
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
熊
本
は
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
日
、
社
会
経
済
の
発
展
と
と
も

に
、
環
境

へ
の
様
々
な
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
の
提
案
や
実
践

例
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
議
会
議

員
、
市
町
村
長
以
外
な
ら
ど
な
た

で
も
応
募
下
さ
い
。
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
県
庁
広
報
課

「県

民
提
案
」
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

県

庁

の

宛

先

一９
８
６
２
１
７
０
　
熊
本
県
庁

こ
の
下
に
担
当
の
課
の
課
名

を
入
れ
る
だ
け
で
届
き
ま
す
。

高
齢
者
の
増
大
と
多
様
化
す
る

要
望
に
対
応
し
、
適
切
な
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
、
県
に
よ
り
養
成
研
修
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
現
在
ホ
ー
ム

ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

方
だ
け
で
な
く
、
家
庭
内
に
寝
た

き
り
な
ど
で
介
護
が
必
要
な
お
年

寄
り
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
や

一
般
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
の
で

応
募
く
だ
さ
い
。

研
修
期
間
　
平
成
六
年
八
月
か
ら

平
成
七
年
二
月
ま
で
。

受
講
時
間
　
受
講
課
程
に
よ

っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
四

十
時
間
か
ら
三
百
六

十
時
間
で
す
。

募
集
期
間
　
七
月

一
日
か
ら
七
月

二
十
日
ま
で

受
　
　
付
　
高
森
町
役
場
福
祉
係

申

込

書
　
募
集
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

と
申
込
書
は
役
場
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
高
齢
福
祉

課８
０
９
６

。
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
７
４
６
ま
で
ど
う
ぞ
。

熊
本
県
物
価
通
信
講
座

県

民
提

案

募
集

●   ●

●   ●

差
別
の
な
い

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

町
同
推
協
の
総
会
開
か
れ
る

五
月
二
十
五
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
六
年
度
の
町
同
和
教
育
推

進
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
平
成
五
年
度
の
事
業
実
績
報
告

と
会
計
決
算
報
告
が
あ
り
、
ま
た
今
年
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
行
政
部
会
と
社
会
教
育
部
会
、

学
校
教
育
部
会
の
二
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
、
部
落
差
別
の

解
消
と
人
権
の
確
立
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行

っ
て
い

ま
す
。
総
会
の
あ
と
、
現
在
大
津
町
の
社
会
教
育
委
員
で
あ

り
、
部
落
差
別
の
解
消
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
六
百
五

十
回
以
上
の
講
演
を
し
て
こ
ら
れ
た
源
川
末
人
さ
ん
の

「私
た
ち
の
役
割
と
人
権
教
育
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
か
け
ら
れ
、

人
間
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
家
庭
の
中
で
親
と

子
の
つ
な
が
り
の
中
か
ら
、
教
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

そ
の
こ
と
が
差
別
の
な
い
明
る
い
家
庭
と
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

源
川
さ
ん
は
講
演
会
で
の
講
演
料
を
同
和
教
育
の
推

進
の
た
め
に
と
、
五
十
回
ご
と
の
節
目
に
大
津
町
に
寄

付
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

メZ霧若;詔″フオ
"す

る身元蒻L重=

オ <葬のなあなたです

私たちはこの世に生まれて、人間として尊ばれ、愛|1冑と信頼に満ちた温

がい世の中で華せ |こ暮らしたいと願つています。

そのため |こは―人ひとりがお互い |こ相手の立場 |こ立つて、人権を尊重し

合うことが大切です。

しかし私たちの志わりこは障害者差別、女性差別など、さ讀ざまな差別

の問題があります。

いわゆる「部落差別」の問題である同不日問題も、このような差別の問題

です。結婚や就職のとき、同不□地区出身がどうかを調査することは、基本

的人権を侵害する重大な社会問題ということができます。

部落差別 |こつながる身元調査をな<すためには、すべての県民が自らの

課題として同不□問題を正し<認識 。理解し、行動してい<ことが大切です。

N丁 丁104番からのお願い
番号案内を受けられる場合は、詳 しい住所と、

電話をお持ちの方の、正確な名前や会社名をオ

ペレーターにお伝えください。

番号案内は一件につき30円かかります。

公衆電話では、金額が足らない場合は途中で切

れてしまいますので、カー ドの残 り度数やお金

の残 りを確認の上ご利用下さい。

阿蘇大橋から市内方向 運転注意
高森から57号線に出る阿蘇大橋の熊本市内方

向用の信号機が、土曜、日曜など大渋滞解消の

ために撤去されました。

通るときは赤水方面から来る車と前方の車に

も十分注意して、事故がおきないように運転 し

てください。赤水方面への右折は今までどお り

信号にしたがって下さい。

(14)
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6月 19日 父の日|こ寄せて
「ぼ<の、わたしのお父さん」

年長組 年長組

本田 優一 くん

ウィーク開催される

海外公演 (6/6～ 6/12)

in the Flathead Valley

会場 (カ リスペル・センターモール)で獅子舞いを披露

モ ン タ ナ 公 演 の 感 想 尾下の獅子舞い 田上七十三

あらゆる所で温かく迎えられ、公演の後の大きな拍手に感

激 しました。日本の伝統芸能である事に誇りを持ち練習を積

み重ねて、これからも永く伝えていく取組みをしたいと思い

ます。公演の合間に農業の視察研修をしました。話には聞い

ていましたが、アメリカの土地の広さと六千町歩を所有する

農家でもモンタナでは小規模であるという話や、牛の年中放

牧の話など農業の規模 と経営方法の違いに驚きました。また、

真っ青に澄みきった空 ときれいな空気など高森にも無い雄大

な自然を見る事ができ、色々な意味で大変勉強になりました。

高
森
町
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

あ
い
さ
つ
を
す
る
今
村
町
長

んさ”香い衣
ま麻い斐

力
甲

本町が国際交流を行っているアメリ

カのモンタナ州のカ リスペル市で 「ジ

ャパンウィーク」と題 した日本の文化

や生活を紹介する催 しが行われ、本町

から今村町長や国際交流実行委員会の

武田望さん、児玉国広さん、そして尾

下の獅子舞い保存会 8名 などが参加し、

獅子舞い公演は大好評を博しました。

これは本町の職員が派遣され、事務

所を置いている経済開発団体と地元の

大学が協力し合い、日本の文化や教育、

産業を紹介しようとい うことから計画

されたもので、教育や中小企業運営の

違いについてのパネルディスカッショ

ンや講演、高森を紹介 した写真と日本

の物品の展示があり、たくさんの人が

訪れ賑わいました。

本町英語講師のビクターさん (右端)も 教育に
ついてのパネルディスカッションに参加。

とう仕る 講
いで事とお評
うす |ここ父
思
°
頑ろさ竹

い休張がん原
がみら上が先
このれ手¬生
め日てにワか
ら|こい描ツら
れはるけハ
て一のてツ
い緒がいハ
詞こ伝まツ
す遊わす
L

°
んつ
°
と

でて作笑
欲く業つ
しる服て
いよでい

一　
講
評
　
竹
原
先
生
か
ら

一
　

「
お
父
さ
ん
の
あ
ひ
げ
　
チ
ク
チ
ク
し
て
痛
い

一　
よ
」
と
大
好
き
な
お
父
さ
ん
の
特
徴
を
よ
＜
つ
ガ

一　
ん
で
表
現
で
き
ま
し
た
。
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
お
父
さ

一　
ん
。
そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
＜

一　
る
よ
う
で
す
ね
。

公
演
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮
影

新
緑
に
埋
れ
し
宿
の
滝
し
ぶ
き

万
緑
に
抱
か
れ
出
湯
の

一
と
部
落

夏
霧
を
軽
く
流
し
て
原
始
林

棚
田
よ
り
溢
れ
白
糸
滝
と
な
る

濃
き
淡
き
若
葉
の
渓
の
静
寂
か
な

風
わ
た
る
音
と
も
滝
の
音
か
と
も

ト
ン
ビ
ら
し
万
緑
の
空
孤
を
描
き

な
で
し
こ
の
小
さ
き
棚
よ
り
こ
ば
れ
咲
く

露
天
風
呂
若
葉
明
か
り
を
気
づ
か
い
つ

二
月
雨
や
盆
栽
の
手
を
休
め
さ
せ

●   ●

●   ●

不
安
定
　
そ
う
言
え
ば
今
木
の
芽
ど
き

つ
ん
ぶ
る
い
　
な
か
な
か
消
え
ん
ナ
フ
タ
リ
ン

満
足
だ
ろ
う
　
見
込
う
だ
嫁
ん
看
と
ら
れ
て

満
足
だ
ろ
う
　
ち
や
ん
と
焼
香
し
た
二
号

出
来
心
　
重
ね
着
し
よ
る
試
着
室

君
も
君
　
教
え
た
子
か
ら
説
諭
さ
れ

つ
ん
ぶ
る
い
　
だ
ぐ
れ
じ
ょ
う
け
で
拾
う
梅

満
足
だ
ろ
う
　
親
子
見
染
め
て
き
た
養
子

不
安
定
　
空
に
も
レ
ー
ル
敷
い
て
く
れ

満
足
だ
ろ
う
　
自
分
史
に
辞
世
句
載
せ
て

渡
辺

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（菜

の
花
句
会
）

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

浦
塚
　
南
天

渡
辺
　
雲
海

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
　
寿

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
素
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

堀 熊 松 林
田 川 野 田

蘇 豊 笑 一
仙 泉 声 声

卜
Ｅ
‥
　

　

　

　

　

　

『＝
ソ

“個
げ
　

　

　

七

．

肥

後

狂

句

恵

(13)
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平
成
六
年
度
　
国
際
交
流
事
業

今
年
も
町
職
員
を
モ
ン
タ
ナ
州
に
派
遣

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
職
員
の
モ
ン
タ
ナ
州
派
遣
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
様
々
な
交
流
か
ら
世
界
に
視
野
を
広
げ
、
「国
際
人
」
に

ふ
さ
わ
し
い
心
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
「長

期
海
外
研
修
」
事
業
と
し
て
国
か
ら
の
特
別
交
付
金
九
百
万
円
を
受
け

て
行
う
も
の
で
す
。
本
年
度
も
昨
年
度
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
文
化
、

教
育
、
産
業
、
観
光
な
ど
の
交
流
を
更
に
促
進
し
て
、
高
森
が

「国
際

化
」
の
先
駆
け
と
な
り
、
本
町
の
発
展
の
た
め
に
役
立
た
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
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■
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Ⅲ
■
ｒ
Ⅲ
＝
‐Ｉ
Ⅲ
■
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ｈ
Ⅲ
■
・
Ⅲ
＝
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り
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Ⅲ
ＩＩ
■
Ⅲ
Ч
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■
‐ｌ
Ⅲ
■
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〓
一一
モ
ン
タ
ナ
便
り

日
■
国
慨
ｙ
日

資
源
活
用
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「行
っ
て
き
ま
す

」

皆
さ
ん
モ
ン
タ
ナ
に

来
て
く
だ
さ
い

馬

原

恵

介

昨
年
か
ら
派
遣
中
の
後
藤
正
三

さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
八
月
か
ら

モ
ン
タ
ナ
に
行
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
言
葉
や
環
境
生
活
習
慣
な
ど
、

日
本
と
違
う
点
が
多
い
こ
と
は
不

安
で
あ
る
反
面
、
色
々
な
経
験
が

で
き
、
楽
し
み
で
も
あ
る
と
思

っ

て
い
ま
す
。

現
在

モ
ン
タ
ナ
で
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
広
報
た
か
も
り
な
ど
で

ご
存
知
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高

森
町
は
国
内
で
も
有
数
な
、
国
際

交
流
を
実
践
し
て
い
る
町
で
す
。

そ
の
町
か
ら
の
派
遣
と
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
の
期
待
と
責
任
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
前
任
者
の
活
動

に
よ
り
、
モ
ン
タ
ナ
で
徐
々
に
浸

透
し
て
い
る
日
本
そ
し
て
高
森
を

更
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
皆
さ
ん

が
絶
対
モ
ン
タ
ナ
に
行

っ
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
な
、
安
心
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
多
方
面

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
リ
フ
ト
ス
ト
ア
ー

（↓
マ
一沖

∽
一ｏ
こ
と
い
う
店
が
カ
リ
ス
ペ
ル
市

内
に
四
～
五
軒
あ
る
。

ス
リ
フ
ト
の
意
味
は
倹
約
、
節
約

の
意
味
で
各
家
庭
で
不
要
に
な
つ
た

衣
類
や
日
用
雑
貨
品
を
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
そ
れ
を
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
や
補
修
を
し
て
店
頭
に
並

べ
る
も
の
だ
。
中
古
品
で
元
手
が
か

か
つ
て
い
な
い
分
、
価
格
も

一
ド
ル

の
玩
具
、
二
～
三
ド
ル
の
衣
類
や
高

物
で
も
家
具
類
の
二
十
ド
ル
程
度

大
変
安
い
。
中
に
は
下
着
ま
で
並

て
あ
り
、
誰
が
買
う
の
だ
ろ
う
か

苦
笑
し
て
し
ま
う
。
こ
の
ス
リ
フ

フ
ア
ン
の
友
人
の
話
に
よ
る
と
、

後

藤

正

三

ド
に
代

表
さ
れ

る
よ
う
な
使

い
捨

て

文
化

の
代
表

国

の
イ

メ
ー
ジ

が
強

い

の
だ

が

、
そ
れ

に
反

し

て
物

を
大

切

に
す

る
気
持
ち
も
同
時

に
存
在
す

る

の
で
あ

る
。

な
ぜ

こ
の
よ
う
な
店

が
流
行
す

る

の
で
あ

ろ

う

か
。
熊

本

で
も

よ
く

リ

サ
イ
ク

ル
シ

ョ
ッ
プ
や

ガ

レ
ー
ジ

セ

ー

ル
な

ど
と

い
う

も

の
を

見
か
け

る

よ
う

に
な

っ
て
、
日
本

人

も
物

を
大

切
に
し
始
め
た

の
か
と
思
わ
れ
る
が
、

概

し

て
日
本

で
の
価
格

は
高

い
よ
う

な

気

が

す

る
。
こ
れ

は
、
売

る
方

の

浩
券

に
か

か
わ

る

の
で
、
あ

る
程
度

見
栄
え

の
良

い
物

し
か
売
ら
な

い
た

め
と

思

う

の
だ

が

、
米

国

で
は
全

く

無
頓

着

と

い
う

か
、
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト

丸

出

し

で
あ

る
。
個

人

の
家

の
ガ

レ

ー
ジ

セ
ー

ル
に
行

く
と

い
ろ
ん
な

品

物

が

売

ら

れ

て

い
る
。
お
菓

子

の
空

き
箱

で
さ
え
商

品
と

し

て
整

然
と
並

べ
ら

れ

て

い
る

の
に

は
驚

く

。
日
本

と
米
国

の
ガ

レ
ー
ジ

セ
ー

ル
と

で
は

未
だ
程
遠

い
も

の
が
あ

る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

な
ぜ
こ
う
も
中
古
品
の
利
用
が
盛

ん
な
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず

第

一
に
大
量
消
費
に
よ
る
品
物
の
処

分
問
題
。
捨
て
る
の
に
は
も
つ
た
い

な
い
。
資
源
活
用
、
自
然
保
護
、
環

境
問
題
と
再
利
用
も
考
え
て
こ
の
店

が
利
用
さ
れ
る
。
第
二
に
こ
の
店
を

利
用
す
る
消
費
者
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、

個
々
の
収
入
が
減
少
し
て
お
り
、
倹

約
ム
ー
ド
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
事
。

第
二
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
精
神
。
こ
の

店
の
収
益
金
は
福
祉
活
動
に
充
て
る

事
を
目
的
に
し
て
お
り
、
店
員
は
無

報
酬
で
あ
る
。
収
益
金
が
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
に
使
わ
れ
る
事
を
皆
が
知

っ
て
お
り
、
こ
れ
に
協
力
す
る
事
を

一
つ
の
喜
び
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
ス
リ
フ
ト
ス
ト
ア
ー
は
ま
さ
に

一
石
二
鳥
の
役
割
を
果
し
て
い
る
訳

で
あ
る
。

日
本
で
も

「清
貧
の
思
想
」
と
い

う
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
が
、

日
本
人
も
高
度
成
長
時
代
を
振
り
返

っ
て
反
省
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
も
日
本
人
も

悪
い
事
に
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う

と
す
る
本
能
は
同
じ
ら
し
い
。

Japan Week

モンタナでジヤバン

尾下の獅子舞い
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卜 と べ と い

●   ●

●   ●

8月 からモンタナに行 くことに

なった馬原恵介さん(32)

イベントのバンフレットの和訳

今回のイベン トの目的「日本の地方の探訪」

私たちはどれくらい日本の事を知っているだろう。最近日本に関する

テ レビニュースや新聞記事が多いが、そのニュースというのも東京や大

阪などの大都市の情報とソニー、 トヨタなどの企業のことだけである。
そればかりでなく、 日本には多くの庶民がいることも私たちは知ってい
る。それは地方に住む農民や学校の先生、中小企業の会社員などである。

これ らの人が日本の中で大多数を占めている。私たちはこれらの地方の

人々の感覚、考えや価値を知らないで、ありのままの日本を議論する事

はできない。今回、講演やパネルディスカッション、高森の獅子舞いや

写真の展示などによる、日本の地方の生活を紹介することにした。これは、

日本についてのつ りあいのとれた知識を得る手助けになることであろう。

グレーシャー国立公園

カリスベル市の北方にグレ~ン ヤ~国立公園があります。
ここでは氷河に削り取られた渓谷やそびえたつ山々の尾根

や真っ青に澄みきった空などの素晴らしい景色と、高原に

咲き乱れる野生の花々や動物を見ることができます。

ダグラス・ルース カリスペル
市長を表敬訪間

(5)

こ
れ
ら
の
店
が
出
現
し
始
め
た
の
は

二
十
年
位
前
だ
と
い
う
。最
初
は
「貧

乏
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
持
前
の
合
理

精
神
と
、
あ
ま
り
物
に
こ
だ
わ
ら
な

い
性
格
か
ら
次
第
に
人
気
を
呼
び
年
々

増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
と
言
え
ば
マ
ク
ド
ナ
ル

農
業
視
察
研
修
風
景

農
場
主
ケ
ン
・
ク
ル
ー
ガ
ー

さ
ん
か
ら
説
明
を
聞
く

子供たちとの交流

140mも の長 さがあるスプリンクラー。

これを転が しながら水をまく。

(12)
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野
の
花
た
ち
に
捧
げ
る

第
十
四
回

聴
衆
も
ウ
ツ
ト
リ

メ
）な
し
の
。メ
プ
／
サ
ー
ト

平
成
六
年

一
年
限
り
の
特
別
措
置

所
得
税
二
百
万
円
　
住
民
税
二
十
万
円
を
限
度

国
で
は
、
経
済
の
早
期
回
復
と
安
定
成
長
を
目
的
に
、
今

年

一
年
限
り
の
特
別
措
置
と
し
て
所
得
税
、
住
民
税
の
２０
％

減
税
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

所
得
税

・
町
民
税
が
減
税
さ
れ
ま
す

先
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
た
、
恒
例
の
は
な
し
の
ぶ

コ
ン

サ
ー
ト
が
、
県
内
外
か
ら
三
千
人
の
観
客
を
集
め
、
そ
の
た
く
さ

ん
の
人
の
熱
意
と
願
い
が
天
に
通
じ
た
の
か
、
心
配
さ
れ
た
雨
を

吹
き
飛
ば
し
て
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
聴
衆
は
尚

細
高
校
の
皆
さ
ん
の

「み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
や
組
曲

「は
な
し

の
ぶ
」
の
演
奏
に
う

っ
と
り
。
ま
た
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
高
森

小
の
子
供
た
ち
も
、
元
気
な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
年
末
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
原
則
と

し
て
六
月
と
年
末
調
整
時
に
特

別
減
税
額
が
還
付
又
は
控
除
さ

れ
ま
す
。

●
年
末
調
整
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
や
給
与
以
外
の
所
得
の
あ

る
方
に

つ
い
て
は
、
確
定
申
告

に
よ
り
特
別
減
税
額
が
還
付
又

は
控
除
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

一
月
～
六
月
ま
で
の
間
の
源
泉

徴
収
額
の
２０
％
相
当
額

（百
万

円
を
限
度
）
又
は
七
月
～
十
二

月
ま
で
の
間
の
源
泉
徴
収
税
額
´

の
２０
％
相
当
額

（百
万
円
を
限

度
）
が
当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

の
最
終
支
給
月
に
公
的
年
金
等

の
支
払
者
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

最
終
的
な
特
別
減
税
額
の
精
算

は
確
定
申
告
に
よ
り
行
う
事
に

な
り
ま
す
。

特別減税額のモデル (試算)

所得税、住民税の合計

給与収入300万円の独身世

帯の場合

特別減税額 4。2万円

給与収入500万 円の夫婦

子供 2人世帯の場合

特別減税額  4. 万 円

●   ●
給与収入700万円の夫婦
子供 2人世帯の場合

特別減税額■o.7万円

「動く県政教室」 (県政バス )

県では、県やその他の公共施設を見学してい

ただき、県政への理解を深めていただくために

動く県政教室 (県政バス)の参加者を募集して
いますので、お気軽にお申し込みください。

【申込方法】往復はがきに希望のコース (第二

希望まで)と 住所、氏名、年齢、職業、電話番

号を記入の上。862-70 熊本県庁広報課の 「動

く県政教室」までどうぞ。

【参加資格】18歳以上の県内在住の方。親子コ

ースは小学生以上の子とその保護者一人ずつの

ペア

【申込期間】7月 1日 から20日 まで

【参加費用】無料 昼食、湯茶は持参下さい。

参 加 者 募 集  ● ●

林田戦太郎先生指揮 熊本市の尚細高校ギター・マンドリンクラブ

野口安信先生指揮 高森小学校 5年生と音楽部の子供たち52名

第
十
回

「
阿
蘇
の

野
の
花
」
歌
詩
募
集

特
選
に
芹
川
さ
ん

今
年
の
特
選
歌
に
は

「阿
蘇
の

風
景
」
と
題
し
た
旭
志
の
芹
川
龍

子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

虫

一
２
一
て
る
て
る
ぼ
う
ず

コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
サ
ー
ト
の
日
が
晴
れ
ま
す

よ
う
に
と
、
町
観
光
協
会
主
催
の

「
て
る
て
る
ば
う
ず
」

コ
ン
テ
ス

ト
が
今
年
も
行
わ
れ
、
ア
イ
デ
ア

い
っ
ぱ

い
の
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が

会
場
内
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

金賞を受賞した色見の

山室英子さんの作品

「動<県政教室」コース先一覧
コースは荒尾 (8/18)水 俣 (8/23)県庁 (8/
25と 9/20)県 宇城事務所 (8/25)県鹿本事務
所 (9/6)県 上益城事務所 (9/13)県牛深事
務所 (9/28)波野村役場 (9/29)の それぞれ
を基点として 9つのコースが設定されてお ります
が、紙面の都合上、高森から近い波野村役場を基

点としたコースを紹介します。他のコースは役場

の広報統計係の窓口に掲示しますのでご覧下さい。

第14コース 9月 29日 (木 )
午前 8時 波野村役場→午前 9時 一の官町の県
阿蘇事務所→草地畜産研究所→孔子公園 (昼食 )
→農業研究センター→農業公園→17:00 県阿蘇
事務所→18:00 波野村役場
◎参加者多数の場合は抽選により決定。

(11)
(6)

冤



青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
め
ざ
し
て

五
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
六
年
度
の
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
も
の
で
、
皆
様
の
ご
家
庭

一

世
帯
百
円
の
会
費
と
町
、
県
、
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
助
成
金
そ

し
て
農
協
、
畜
協
、
肥
後
銀
行
、

信
用
組
合
、
商
工
会
か
ら
の
協
賛

金
な
ど
、
昨
年
度
は
百
三
十
四
万

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
や

適
度
な
運
動
、
規
則
正
し
い
生
活

を
お
く
る
こ
と
が
、
病
気
に
か
か

ら
な
い
方
法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
教
室
は
、
病
気
に
か

か
ら
な
い
た
め
の
正
し
い
知
識
を

得
て
、
そ
れ
を
日
常
生
活
の
中
で

実
践
で
き
る
よ
う
に
、
健
康
を
守

る
婦
人
の
会
の
協
力
を
得
て
町
が

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
本
年
は

二
月
二
十
六
日
に
開
講
し
、
六
月

二
十
二
日
に
町
民
の
健
康
状
況
や

食
べ
物
と
病
気
の
関
係
に
つ
い
て

色
見
地
区
で
は
平
成
四
年
度
か

ら
簡
易
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
新
し
い
水
源
が

確
保
さ
れ
、
水
量
が
増
え
た
こ
と

か
ら
配
水
池
の
増
設
工
事
を
行
い

完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
厚
生
年
金
と
国
民
年

金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
平
成
五

年
度
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
老
朽
管
の
敷
設
替
え

も
含
め
て
総
工
費
七
千
三
百
二
十

五
万
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
よ

っ
て
色
見
地

四
千
円
の
収
入
が
あ
り
、
美
化
奉

仕
活
動
の

一
日

一
汗
運
動
や
各
支

部
活
動
助
成
金
な
ど
に
百
十

一
万

四
千
八
百
六
十
二
円
を
支
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
次
の
宣
言
を
採
択
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

宣
　
言
　
文

一
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
づ
く
り

を
す
す
め
、
思
い
や
り
の
あ

る
■
か
な
心
を
育
て
よ
う
。

二
、
青
少
年
の
積
極
的
な
社
会
参

加
活
動
を
促
進
し
よ
う
。

三
、
青
少
年
に
好
ま
し
く
な
い
環

境
を
排
除
し
非
行
防
止
に
努

め
よ
う
。

の
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
の
水
量
不
足
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
老
朽
管
の
敷

設
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

高
森
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

試

　

△
口
　

結

　

果

　

一

第

一
回
戦
　
高
森
７
１
３
自
水

　

一

第
二
回
戦
　
高
森
５
１
０
碧
水
Ａ

一

準

決

勝
　
高
森
７
１
６
山
西
Ａ

一

決
　
　
勝
　
高
森
Ｈ
１
８
宮
地
Ｂ

一

一
、
実
態
を
伴

っ
た
経
営

移
譲

の
た
め
に

名

義

の

変

更

農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
次
の
名
義
を
変
え
て
経
営

の
実
態
が
移
譲
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
後
継
者
移
譲
の
場
合
〉

一
、
農
業
共
済
の
名
義

二
、
水
田
転
作
助
成
金
申
請
名
義

三
、
農
業
所
得
の
申
告
者
名

四
、
農
協
の
組
合
員
名
義

五
、
土
地
改
良
区
の
組
合
員
名
義

草

部

南

部

小

学

校

△口　
結
　
果

野

尻

小

学

校

一　

試
　
△□
　
結
　
果

一
第

一
回
戦
　
野
尻
２７
１
３
楢
木
野

一
第
二
回
戦
　
野
尻
１３
１
４
河
原

一
準

決

勝
　
野
尻
１８
１
６
両
併

一
決
　
　
勝
　
野
尻
１３
１
５
産
山
北

停
止
さ
れ
ま
す
。

〈
後
継
者

。
第
二
者
移
譲
共
通
〉

一
、
受
給
者
が
支
給
開
始
年
齢
未

満
で
あ
る
と
き
。
（通
常
六
十
三
歳

で
受
給
さ
れ
る
方
が
疾
病
等
の
理

由
で
五
十
八
歳
で
申
請
し
た
場
合

な
ど
。
）

二
、
農
業
を
再
開
し
た
と
き
。

三
、
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
に

な

っ
た
と
き
。

〈後
継
者
移
譲
の
場
合
〉

一
、
移
譲
し
た
農
地
の
全
部
ま
た

は
、

一
部
に
つ
い
て
返
還
を
受
け

た
場
合
ズ
相
手
方
の
変
更
計
画
を

提
出
し
て
、
第
三
者
に
処
分
す
れ

ば
支
給
停
止
は
解
除
さ
れ
る
。
）

〈第
二
者
移
譲
の
場
合
〉

一
、
返
還
を
受
け
た
農
地
の
全
部

を
返
還
日
か
ら

一
年
経
過
後
に
お

い
て
も
処
分
し
な
い
場
合
。
（
一
年

以
内
に
同
じ
条
件
の
者
に
処
分
す

れ
ば
支
給
停
止
と
な
ら
な
い
。
）

二
、
移
譲
し
た
農
地
の
全
部
ま
た

は

一
部
に
つ
い
て
、
使
用
収
益
権

の
移
転
ま
た
は
設
定
を
し
た
場
合
。

（相
手
方
の
変
更
計
画
等
を
提
出

し
て
第
二
者
に
処
分
す
れ
ば
支
給

停
止
は
解
除
さ
れ
る
。
）

い
き
い
き
健
康
教
室
が
本
年
度
も
活
動
を
開
始

色
見
地
区
に
配
水
池
を
増
設

農
業
委
員
会
だ
よ
り

=、
、二 翁

鉄筋コンクリー ト造り

|14m'の酉己水
'tL

●  ●

●  ●

本年度の受講生27名が参加

今年の秋の開館を目指して、温泉館の建設が順調

に進んでいます。山村広場グラウンドの上方に、総面

積1965ポ。カメラのファインダーに入りきれない程

の巨大な建物が、少しずつその形を整えてきていま

す。11月 には大屋根の和風建物をご覧いただけるこ

とになります。根子岳をはじめとした、すばらしい

阿蘇の山々を眺めながらの温泉入浴がもうすぐでき

ます。みなさん、もうしばらくお待ちください。

また随時、建設状況を報告します。お楽しみに。

５
群

（パ
‐
卜
）
の
内
３
群
で
町
内
の
小
学
校
が
優
勝

郡
学
童
規
模
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
六
月
四
日
（土
）～
五
日
（日
）

小
学
校
児
童
数
の
規
模
別
に
分
け
て
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
高
森
小

（Ａ
群

・
全

校
児
童
百
五
十
名
以
上
の
学
校
）
と
草
部
南
部
小

（Ｃ
群

・
全
校
児
童
五
十
名
以
上
九
十
九
名
以

下
の
学
校
）
そ
し
て
Ｄ
群

（全
校
児
童
四
十
九
名
以
下
で
男
女
混
合
）
の
３
群

（パ
ー
ト
）
で
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。
な
お
、
高
森
小
は
六
月
二
十
六
日
阿
蘇
町
で
行
わ
れ
た
高
原
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。

決 準 第

農
業
者
年
金

⑥

農
業
年
金
も
他
の
年
金
と
同
じ
よ
う
に
受
給
額
が
納
付
額
を
上

回
る
と
い
う
逆
転
現
象
が
生
ま
れ
て
お
り
、
掛
け
金
だ
け
で
は
年

金
財
政
を
賄
え
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
足
ら
な
い
部
分
は

国
か
ら
高
額

（七
割
か
ら
八
割
）
な
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。受
給
の
た
め
に
は
、
年
金
の
受
給
申
請
事
務
手
続
き
を
期
限
ま

で
に
完
了
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
の
実
体
が
後
継
者
や
第

三
者
に
完
全
に
移
譲
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈第
二
者
移
譲
の
場
合
〉

一
、
農
業
共
済
の
名
義

二
、
水
田
転
作
助
成
金
申
請
名
義

（注
　
経
営
を
移
譲
し
た
者
の
農

業
所
得
申
告
は
通
常
翌
年
度
ま
で

と
な
り
ま
す
。
作
付
以
前
に
移
譲

し
た
場
合
は
農
業
所
得
は
最
初
か

ら
無
い
事
に
な
り
ま
す
。
）

二
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る

場
合

経
営
移
譲
年
金
は
前
記
の
名
義

変
更
の
手
続
な
ど
に
不
備
が
あ

っ

た
り
、
後
に
示
す
事
由
に
該
当
す

る
場
合
は
農
業
者
年
金
の
支
給
が

週■   =_`

^回 3丸
勝 勝 戦

草
南

１０
１
３
中
原

　

一

草
南
２４
１
Ｈ
役
大
原

一

草
南

１４
１
３
山
鹿

　

一

(10

(10)
(7)

願生年金'鶴罠鉾奎

機,競爾裁機爽糠鍛



六
月
五
日
の
日
曜
日
、
阿
蘇
郡

一
帯
を
走
り
抜
け
る
、
恒
例
の
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
　
ス
ー
パ
ー

マ
ラ
ソ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ

の
大
会
。
今
年
も
日
本
全
国
か
ら

六
百
六
名
が
参
加
し
て
の
大

マ
ラ

ソ
ン
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
大
規
模
の
大
会
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
町
村
は
役
場
職

員
、
体
育
協
会
、
婦
人
会
、
交
通

指
導
員
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

総
動
員
。
交
通
整
理
や
水
の
運
搬
、

２

・
５
ｋｍ
ご
と
の
給
水
所
や
５
ｋｍ

ご
と
の
エ
ー
ド

（軽
食
）
ス
テ
ー

シ
ヨ
ン
の
設
置
な
ど
に
大
わ
ら
わ

で
し
た
。
選
手
た
ち
は
沿
道
の
人

か
ら
、
大
き
な
拍
手
と
声
援
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

「 a劉7也属″頻ける
９４
阿
蘇
カ
ルデ
ラ
　
ス
ー
パ
ー
マラ
ソ
ン

，

100kmの部―位の河田透さん(熊本県)

37.5kmの本問ゴルフ場横の給水所

だめか と思いきや、100km

の部のタイム リミット13

時間ちょうどにすべり込

んだ、栃木県の原さん。

◆ '94阿蘇カルデラスーパーマラツン

コース概略

回ロ

清栄山を越えたところに風鎮太鼓が待機。
ランナーが来るたびに「ドンドコドンドコ」と応援

606名が参カロ

100km靡晏蒟 嘲 夢

6時ちょうどに長陽村運動公園をスタート

325号バイパスを糸売々 と走って行 く

５０
ｋｍ
の
部
で
規
定
時
間
７
時
間
以
内
に
ギ
リ
ギ
リ
入
っ
て
き
た

碑
番
財
津
さ
ん
と
珈
番
松
本
さ
ん
。
（福
岡
県
）
助
け
合
い
励
ま

し
合
っ
て
走
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
後
感
激
で
泣
き
崩

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

●  ●

●  ●
嚇國

高森
`ま

20キ ロから40キ ロ

までを担当。その間20キ

ロだが、午前中の時点で

先頭 と最終ランナーの差

は30キ ロ以上離れた。給

水車 もフル活動。

■

大

会

結

果

Ⅷ
ｋｍ
の
部

男
子
の
部

　

一　

位

河
田
　
　
透

〈３１
〉
（熊
本
県
）

６
時
間
５６
分
４８
秒

女
子
の
部

　

一　

位

大
橋
　
通
子

〈３９
〉
（愛
媛
県
）

９
時
間
１６
分
１２
秒

５０
師
の
部

男
子
の
部

　

一　

位

近
藤
　
公
成

（３１
〉
（福
岡
県
）

２
時
間
５６
分
２６
秒
（大
会
新
）

女
子
の
部

　

一　

位

出
国
　
人
永

〈２０
〉

（福
岡
県
）

４
時
間
１２
分
４６
秒

コースー番の難所 清栄山越え。
ランナーの孤独な戦いがつづく。

1 00kmの 部

長陽村運動公回をスタートして阿蘇町

総合センターにゴール。男性336名、女

性38名の合計374名が参加。

50kmの 部

波野村役場を出発して同じ<阿蘇町総

含センターにゴール。男性201名、女性

31名の計232名が参加。

へとへとで一す

お水<ださ―い水はうまい

つ
~生きかえつた !!

さ―行こう !

(8)

各地区毎に色々と「もてなし」を準備 (高尾野部落で)

(9)

, ,′ ■

輔◎鸞隧 G◎量鯰
100Km犠◎ム転

彦

ｒ
Ｆ

スタート

ゴール

20.5kmの地点
37.5km地点

24.5kmの地点
25.Okmの地点

28.2km地点

心


